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年次主任より 

体育祭が近づいてきました。行事で大切なことは、終わった後にクラスがどのように変容して

いるかです。行事の「目的」は日常生活の質の向上です。相手のことを考えながら自分の意見を

言える人が増えたり、助けてほしいことをきちんと伝えられる人が増えたりすることの方が、賞

を獲ることよりも何倍も価値があります。すべては自分の成長のために！ 

 

オープンキャンパス＆インターンシップ ～生徒の声～ 

前号で掲載しましたインターンシップに参加した生徒に加えて、この夏休みの時間を使って進

学希望者がオープンキャンパスに参加しました。生徒の声を紹介します。 

≪オープンキャンパス≫ 

・いろいろな学部を見て、自分がどの仕事に就きたいかの決心ができた。 

・たくさんの体験ができて、話を聞けて自分の将来の夢を見つけるための大きな一歩になったと

思います。実際に赤ちゃんをお風呂に入れる体験をしたり、手の菌をチェックしたり、普段で

はなかなかできない体験ばかりでとても勉強になりました。 

・一番よかったのは学生と先生との距離でした。とても仲が良く、楽しそうだなと思った。 

・自分がどの道に進みたいのかを明確にしておかなければならないと思います。お金の面でもす

ごくかかるので、これから役立てることができるのかを考えておかないと思いました。 

・夢に向かって頑張っている方々が輝いて見え、私も頑張ろうと思いました。 

・私は進路選択をするまでに、まずその学校で何を学んで、その学んだことを生かして将来どの

ようになりたいかを明確にしておこうと思います。そして、面接・書類選考のための準備をし

ておきたいと思います。 

≪インターンシップ≫ 

・訪問介護は 1人で行うため、施設よりも責任は重いが、利用者さんと一対一で接することがで

きるため、とてもやりがいを感じることができました。特に身体介護は転倒などの恐れもある

けど、「ありがとう」と感謝されるだけで元気になれました。 

・今回のインターンシップでは子どもたちに対しての接し方や安全を見るということを学ぶのに

必死でしたが、今の自分に何が必要なのかがわかってよかったです。 

・今の自分には言われる前に行動をすることが必要だと思いました。言われたことだけやってい

ても何も進展しないので一歩踏み出して新しいことにチャレンジすることが大切なんだと思

いました。 

・自分に必要だと思うことは、もっとお客様に対しての意識を高くすることと、てきぱきやれる

ことを見つけて行動する力が必要だと思いました。 

夏の研修報告・東北の現状報告 

 ９月３日（月）、始業式の後、夏休み中に東北での防災研修に参加した 2 年次４名の生徒が報

告会を催しました。東北の高校生との交流、被災地の現状、防災への取り組みなど、生徒自身が

感じてきたことを全校生徒に伝えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

わかりやすいスライド作成講座 

 ９月５日（水）、総合学習 Aの時間に、パワーポイント制作を職業にされている清水佳代さん

にお越しいただき、見る人を惹きつけ、見やすく、わくわくするようなパワーポイントの作り方

について教えてもらいました。生徒自身が作成したスライドを用いて、この夏休みに参加したイ

ンターンシップ＆オープンキャンパスの報告発表会を、行います。代表者には淡高祭での総合学

科発表会で発表をしてもらう予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆体育祭も近づいてきました！☆ 

“クラスのみんなと活動する” 

“自分から動く” 

“自分が変わる”チャンスです。 

体育祭当日に向けてクラス全員で準備していきましょう！ 
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